
令和３年度 

建設現場における週休２日制の導入状況

アンケート 
 

【主旨】 

建設業は、良質な社会資本の整備を通じて国民生活に貢献すると

いう重要な役割を担っていますが、一方で他産業と比較して労働時

間が長く、休日数が少ないことが課題となっています。労働者の健

康確保やワーク・ライフ・バランスの改善、また将来の担い手を確

保するためにも、休日数を増やし、より働き易い職場環境づくりを

行っていくことが必要です。 

また、令和６年４月から建設業における労働時間の上限規制が開

始されることも踏まえて、週休２日制の導入は喫緊の課題となって

おります。 

そこで、本市の施策を検討する上での基礎資料とするため、（一社）

千葉市建設業協会の会員企業９７社にアンケート調査を実施し、 

８５社（約８８％）の経営者様から回答をいただきました。 

（実施期間：R3.7.1～R3.8.31） 

お忙しい中、本アンケートにご協力いただきありがとうございま

す。結果を次のとおりまとめましたので、お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

千葉市 
建設局土木部 

技術管理課 
 



アンケート結果について 
【現在の休日制度】 

 

その他内訳 

繁忙期や閑散期など、現場状況によって休日制度を変えている：１０件 

社員ごとに異なる：１件 

【上記のうち主な業種別の休日制度】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【完全週休２日制 未導入企業（57社）の今後の予定】 
  

 

 

 

約７割（57社）の企業が完全週休２日制を未導入 

土木Ａ 

土木Ｂ 

完全週休２日制を未導入企業（57 社）の

うち、約７割（42 社）が令和６年４月ま

でに導入予定はない 

土木・建築ともに、

完全週休２日制を 

導入している企業は

３～４割程度のみ！ 

 建築Ａ・Ｂ 

その他 

 



【設問３ 若手技術者（４０歳未満）を常用雇用していますか】 

 

【設問４ 女性技術者を常用雇用していますか】 

 
【ご意見・ご要望】 

 建設業界の労働環境改善のためにも、完全週休２日制は必要。 

 天候に左右されるため、工事が遅れた際は土日作業も必要になってしまう。 

 工期設定が厳しい現場が多い。適切な工期設定が必要。 

 現場によっては、工事期間が限定されるため、休日に作業せざるを得ない。 

 工事が集中する繁忙期は、週休２日制を取ることが難しい。 

○まとめ 

今回のアンケートの結果、現在約７割（57 社）の企業が完全週休２日制を未導入というこ

とがわかりました。 

さらに、令和６年４月の「罰則付き時間外労働の上限規制」適用までに、完全週休２日制

を導入・導入予定の企業は、約５割（43 社）であり、残り約５割（42 社）が導入予定はない

との回答となっております。 

また、若手技術者（４０歳未満）を雇用している企業は約６割、女性技術者を雇用してい

る企業は約３割と低い数値となっていることが分かります。 

様々な施策を通じて、これらの課題を解決していかなければなりません。 

若手技術者を雇用

している企業は 

６割程度のみ！ 

 

女性技術者を雇用

している企業は 

３割程度のみ！ 

 



千葉市が週休２日制を推進しているのには、理由があります。 

現在、建設業界は以下のような課題、問題を抱えているためです。 

○ 長時間労働⤵ 

○ 休日出勤⤵ 

○ 低賃金⤵ 

○ 人手不足⤵ 

○ 後継者不足⤵ 

○ ICT の導入が進んでいないことなどによる低い生産性⤵ 

などなど…. 

年齢別の労働者人口 

 

これらの課題を解決するため、建設業界全体で生産性向上・働き方改革が進められてお

り、それに伴う様々な施策が行われています。また、令和６年４月より建設業に対して、

「罰則付きの時間外労働の上限規制」が適用されることとなっています。 

さらに、今の２０代は、皆小さい頃から週休２日制で育ってきているため、週休２日制

の企業でないと入社しないといった事も考えられます。 

これらの理由から、建設業は週休２日制を導入せざるを得ない状況に追い込まれていま

す！！ 

そうは言っても、繁忙期は忙しい、人が足りない、工期が厳しい、賃金が減る・・・ 

といった声もあるかと思います。 

今回のアンケートによって明らかとなった問題を解決し、週休２日制を実現するために、

我々が今行っている取り組み、そして今後進めていく取り組みについて説明します。そし

て受発注者ともに課題解決に向けて協力していきたいと思います。 

なぜ、週休２日制を推進するのか？ 
 



令和４年度より、建設局の「千葉市土木工事積算基準」を適用する工事を原

則、週休２日制工事の発注者指定型として発注する予定とし、更なる週休２日

制工事の拡大を進めていきます。 

そして、令和６年４月の罰則付きの時間外労働の上限規制の適用までには、

千葉市発注の多くの工事で週休２日の確保を目指していきます。 

それを実現するために、本市としては、以下のような取り組みを実施してお

ります。 

 

週休２日制工事ロードマップ 

 

  

目指せ！１００％週休２日制工事 
 

ワークライフバランス！ 



○施工時期の平準化（全国統一指標） 

年間を通じた工事量の安定による技能者の処遇改善や、資機材の効率的な活用等の経

営の健全化を目的とした施工時期の平準化が、公共発注者の責務として規定されておりま

す。 

 

 

 

 R1 R2 R6（目標） 

千葉市平準化率

（件数） 
0.51 0.66 0.8 

令和６年度の目標達成に向けてゼロ債などを活用し、千葉市全体で平準化に取り組んで

おり、着実に改善しております。 

 

○週休２日達成時の経費補正の改正 

令和３年１０月より、今まで経費補正の対象外であった、市場単価についても補正の対

象とし、今後も国の改正に合わせて、順次改正を行っていきます。 
 

 

○工事書類作成マニュアルの改正および書類スリム化ガイドの作成 

書類の簡素化、電子化を推進することで、書類作成の時間を削減することで、より週休

２日制に取り組みやすい環境整備を構築してまいります。 
 
 

○適切な工期設定 

受発注者へのアンケートを実施し、実態と差がみられる場合は、工期設定を見直すなど

の対応を検討してまいります。 

  

週休２日制を実現するために・・・ 



 

今回のアンケートから、若手（40 歳未満）・女性技術者を雇用している企業が少ないこ

とが判明しました。若手・女性の入職は、中長期的な建設業の担い手を確保し、地域の安

全・安心や経済を支えるためには、必要不可欠です。 

本市では、３K（きつい、汚い、危険）→新３K（給与、休暇、希望）を実現するために

週休２日制以外にも取り組みを進めております。 

 

○DX(デジタルトランスフォーメーション)の推進 

ICT 技術の導入が遅れている建設業に対して、現在インフラ分野の DX(デジタルトラン

スフォーメーション)の取り組みが進んでおり、本市としても積極的に導入し、労働環境の

改善につなげていきたいと考えています。 

① ＩＣＴ施工の積極的な活用 

② 情報共有システム（ＡＳＰ）の更なる推進 

③ 遠隔臨場の試行導入 

④ ＣＣＵＳ（建設キャリアアップシステム）の導入検討 

 

 

これから１０年後の建設業のためにも、今から少しずつ変えていかなければいけま

せん！アンケート結果から、それを実現するための課題も見えてきました。 

若者に希望の持てる業界にするためにも、受発注者で意見を出し合い、より良い

環境づくりを進めて参りましょう！！ 

若手・女性総活躍社会の実現に向けて 

 


